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仮置き場候補地の選定に苦慮していると意見があったため、本県に所在する国有

地の中で、候補地となり得る場所があればご教示願いたい

大規模な災害になると現場の職員は自身も被災しながら考えなければならないこ

とが本当に多く、非常に大変な状況。被害が大きいほど支援・受援の情報、広域

処理の情報を整理することがスムーズな復旧につながると思いますが、実際の現

場では情報が錯綜し現場で把握しきれないことも多くありますので、県や国が主

導で情報のまとめ等を行っていただけると大変助かる。
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『災害関係業務事務処理マニュアル』より

仮置場管理業務の中で夜間警備は警察からの指導があった場合に限るとあるが、

仮置場内の資機材や重機等の盗難対策、便乗ゴミの投機やごみの持ち去り対策と

して夜間警備員を自発的に配置しているのが実情。（実際に他の現場では発電機

に接続されたケーブルが切断され盗難にあう事案発生や、仮置場入口施錠の破壊

と、侵入の痕跡が発見されました。）

警察からの指導を待つということは事件、事故の発生後でないと、上記のような

問題に対応できないということになります。当該事案も含め、他の自治体におい

ても同じような状況にあると思いますが、当補助事業での対象経費の拡充の検討

を願いします



（４）災害等廃棄物処理事業費補助金
補助対象内外早見表 より


